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小児科 新体制 !

小
児
科

《
行
田
総
合
病
院
小
児
科
の
体
制
に
つ
い
て
》

　

地
域
の
小
児
一
次
～
二
次
医
療
を
担
う
当
院
小
児
科
の
主
な
機

能
は
、
①
外
来
診
療
、
②
入
院
診
療
、
③
埼
玉
北
部
地
区
の
小
児

夜
間
救
急
当
番
制
度
へ
の
参
加
で
す
。
一
般
外
来
診
療
、
乳
児
健

診
、
予
防
接
種
、
当
院
で
対
応
可
能
な
短
期
か
ら
長
期
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
な
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
診
療
、
学
校
心
臓
検

診
や
３
歳
児
検
尿
、
あ
る
い
は
学
校
検
尿
で
の
精
査
が
必
要
な
患

者
さ
ま
の
診
療
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
御
紹
介
患
者
さ
ま
の
診

療
、
救
急
要
請
に
よ
っ
て
救
急
車
に
て
来
院
な
さ
る
患
者
さ
ま
の

診
療
、
よ
り
高
次
の
小
児
医
療
が
必
要
な
患
者
さ
ま
の
埼
玉
県
立

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
や
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
院
・
搬
送
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

小
児
科
部
長
　
小
和
瀬 

貴
律

　

平
成
30
年
度
は
、
常
勤
医
師
３
名
、
定
期
的
に
外
来
を
担
当
し

て
く
だ
さ
る
非
常
勤
医
師
３
名
の
体
制
で
す
。
一
般
外
来
診
療
に

加
え
て
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午

後
に
小
児
内
分
泌
を
専
門
と
す
る
私（
小
和
瀬
）に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
外
来
を
設
け
て
お
り
、
短
期
か
ら
長
期
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
必
要
な
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
診
療
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。　

　

５
月
か
ら
は
常
勤
医
師
と
し
て
小
児
科
の
中
で
も
特
に
小
児
循

環
器
疾
患
を
専
門
と
す
る
藤
本
医
師
が
勤
務
し
て
お
り
、
毎
週
水

曜
日
午
後
に
小
児
循
環
器
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
５
月
の
開

設
以
降
、
心
雑
音
、
不
整
脈
、
学
校
心
臓
検
診
等
で
の
心
電
図
異

常
、
胸
痛
、
運
動
後
の
胸
部
違
和
感
、
川
崎
病
疑
い
、
漏
斗
胸
、

起
立
性
調
節
障
害
と
い
っ
た
疾
患
の
患
者
さ
ま
が
受
診
な
さ
っ
て

お
り
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
小
児
神
経
を
専
門
と

す
る
山
口
医
師
が
原
則
第
２
・
４
土
曜
日
午
前
中
に
て
ん
か
ん
な

ど
の
痙
攣
性
疾
患
を
中
心
と
し
た
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
毎
週
水
曜
日
午
前
・
午
後
に
小
児
内
分
泌
が
専
門
の
大

戸
医
師
、
お
よ
び
毎
週
木
曜
日
午
前
に
は
小
児
内
分
泌
・
代
謝
を

専
門
と
す
る
大
竹
医
師
が
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
の

よ
う
に
、
当
院
小
児
科
で
は
、
一
般
外
来
診
療
に
加
え
て
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
診
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
診
療
に
関
し
て
は
、
主
に
急
性
肺
炎
、
急
性
気
管
支
炎
、

気
管
支
喘
息
、
急
性
胃
腸
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
、
薬
物
誤
飲
等
の

数
日
か
ら
１
週
間
程
度
で
の
退
院
可
能
が
予
想
さ
れ
る
疾
患
の
患

者
さ
ま
が
当
院
入
院
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
児
科
の
た
め

の
入
院
ベ
ッ
ド
は
原
則
個
室
で
数
床
程
度
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
北
部
地
区
の
小
児
夜
間
救
急
当
番
制
度
へ
の
参
加
に
関
し

て
は
、
当
院
小
児
科
で
は
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
、
第
２
・
４
土

曜
日
に
小
児
夜
間
救
急
当
番
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
日
曜
日
・
祝
日
の
９
時
～
12
時
30
分
、
14
時
30
分
～

17
時
30
分
（
受
付
時
間
）
は
、
非
常
勤
小
児
科
医
師
に
よ
る
外
来

診
療
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
小
児
一
次
～
二
次
医
療
を
担
う
小
児
科
と
し
て

の
機
能
維
持
・
充
実
を
め
ざ
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で

き
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
冬
期
に
罹
患
し
や
す
い

　

小
児
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
》

　

小
児
に
お
い
て
冬
期
に
呼
吸
器
症
状
を
生
じ
や
す
い
代
表
的
な

ウ
イ
ル
ス
と
し
て
、
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
、
R
S
ウ
イ
ル
ス
、
ヒ
ト
・
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
か
ぜ
と
は
別
の

疾
患
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
伝
播
経
路

は
、
飛
沫
感
染
（
咳
、
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
病
原
体
を
含
ん
だ
体

液
が
接
触
す
る
こ
と
に
よ
る
伝
播
）
と
接
触
感
染
（
病
原
体
へ
の

直
接
的
伝
播
、
あ
る
い
は
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
介
し
て
の
間
接
的

伝
播
）
で
す
。

　

お
な
か
の
か
ぜ
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
冬
期
に
多
い
小
児
の

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
場
合
は
、
糞
口
感
染
（
便
に
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
、

手
な
ど
を
介
し
て
口
か
ら
入
り
感
染
す
る
）
が
主
な
伝
播
経
路
で

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
の
体
内
に
病
原
体
が
付
着
し
て
体

の
中
に
侵
入
し
、
気
道
や
腸
管
と
い
っ
た
増
殖
で
き
る
場
所
ま
で

運
ば
れ
て
定
着
し
、
増
殖
し
て
感
染
が
成
立
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
主
に
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

●
診
療
体
制
の
紹
介

●
冬
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
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小児科 新体制 !

《
ご
挨
拶
》　

　

患
者
さ
ま
、
な
ら
び
に
病
院
職
員
の
皆
様
、
２
０
１
８
年
度
よ

り
行
田
総
合
病
院
小
児
科
で
勤
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
藤

本
義
隆
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
に
、

当
院
の
小
児
循
環
器
外
来
に
関
し
て
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
手
洗
い

　

接
触
感
染
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は
“
手
”
で
す
。
例
え

ば
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
が
鼻
汁
を
処
理
し
た
り
す
る
際
に
ウ

イ
ル
ス
が
手
に
付
着
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
付

着
し
た
手
で
お
も
ち
ゃ
や
手
す
り
な
ど
に
触
れ
、
そ
こ
に
別
の
方

が
触
れ
た
り
す
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
が
伝
播
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
う
つ
さ
れ
な
い
た
め
に

手
洗
い
は
大
変
重
要
で
す
。

　

具
体
的
な
手
洗
い
の
方
法
と
し
て
は
、
流
水
で
洗
い
流
す
、
液

体
石
け
ん
の
使
用
、
速
乾
性
擦
式
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
の
使

用
が
あ
り
ま
す
。
目
に
見
え
る
汚
れ
は
流
水
、
液
体
石
け
ん
の
使

用
が
適
し
て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
な
い
汚
れ
（
ウ
イ
ル
ス
は
目

に
見
え
ま
せ
ん
）
に
は
速
乾
性
擦
式
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
の

消
毒
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
う
が
い

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
手
を
介
し
て
口
の
中
に
運
ば
れ
た
り
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
よ
り
飛
散
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
呼
吸
に
よ
り
鼻
腔
内

や
口
腔
内
に
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
運

ば
れ
て
き
た
ウ
イ
ル
ス
を
少
し
で
も
排
除
す
る
た
め
に
う
が
い
は

有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
水
道
水
や
う
が
い
薬
を
使
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、
殺

菌
消
毒
用
う
が
い
薬
の
中
で
、
ヨ
ウ
素
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、

甲
状
腺
疾
患
の
方
や
そ
の
既
往
歴
の
あ
る
方
、
ヨ
ウ
素
ア
レ
ル
ギ
ー

の
方
、
妊
婦
の
方
（
胎
児
に
影
響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
な

ど
は
、
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
部
屋
の
換
気
と
湿
度

　

も
し
、
家
庭
内
に
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場

合
、
換
気
不
十
分
な
部
屋
で
の
長
時
間
滞
在
は
、
健
常
な
方
が
ウ

イ
ル
ス
に
接
触
す
る
可
能
性
を
高
め
ま
す
。
一
日
数
回
は
室
内
の

空
気
入
れ
替
え
を
実
施
し
、
室
内
の
ウ
イ
ル
ス
量
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
部
屋
の
湿
度

　

一
般
的
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
多
く
は
低
温
・
低
湿
度
で
長
期
生
存

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ビ
や
ダ
ニ
の
繁
殖
も
考
慮
し

た
場
合
、
適
切
な
室
温
は
22
℃
か
ら
25
℃
、
湿
度
は
50
～
60
％
が

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
マ
ス
ク

　

市
販
の
マ
ス
ク
の
孔
は
ウ
イ
ル
ス
粒
子
よ
り
大
き
い
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
は
通
過
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
多
く

の
ウ
イ
ル
ス
は
分
泌
物
と
と
も
に
咳
や
く
し
ゃ
み
で
飛
散
し
ま

す
。
大
き
な
分
泌
物
は
マ
ス
ク
の
孔
を
通
過
で
き
な
い
た
め
、
飛

沫
感
染
を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ

ス
ク
の
着
用
に
よ
り
直
接
手
で
鼻
や
口
に
接
触
す
る
機
会
が
減
少

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
、
接
触
感
染
軽
減
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
場
合
、
マ
ス
ク
を
正
し
く

装
着
せ
ず
に
顎
の
下
に
お
ろ
し
た
り
、
ま
た
上
げ
た
り
し
て
口
や

鼻
の
周
囲
を
手
で
触
れ
て
し
ま
う
機
会
が
増
え
、
か
え
っ
て
汚
染

さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
予
防
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

少
し
で
も
感
染
症
に
罹
患
す
る
機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
元
気
に
冬
を
過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
予
防
策
を
講
じ
て
も

罹
患
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
熱
が
続
く
、
水
分
が
と
れ
な
い
、
何
度
も
吐
い
て
し
ま
う
、

下
痢
が
ひ
ど
い
、
咳
が
ひ

ど
く
な
っ
て
き
て
眠
れ
な

い
、
顔
色
が
優
れ
な
い
、

け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
が

あ
る
な
ど
、
心
配
な
症
状

が
み
ら
れ
た
り
、
症
状
が

悪
化
し
て
い
く
よ
う
な
場

合
に
は
、
速
や
か
に
医
療

機
関
へ
の
受
診
を
是
非
ご

考
慮
願
い
ま
す
。

小
児
循
環
器
外
来
の
ご
案
内

　

私
は
埼
玉
県
草
加
市
に
生
ま
れ
、
浦
和
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）

で
育
ち
ま
し
た
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
は
浦
和
市
内
へ
通

学
し
、
東
京
都
内
の
高
校
へ
進
み
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
空
手
を

習
い
、
初
段
を
取
得
し
ま
し
た
。
中
学
校
と
大
学
で
は
テ
ニ
ス
に

打
ち
込
み
、部
長
を
務
め
ま
し
た
。
現
在
も
時
折
テ
ニ
ス
を
行
い
、

健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
の
私
は
、
運
動
が
大
好
き

で
あ
っ
た
た
め
勉
強
を
全
く
し
な
い
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
医
療
系
ド
ラ
マ
が
好
き
で
あ
っ
た
の
で
、
小
学

校
の
時
に
『
E
R
（
救
急
救
命
室
）』
が
大
好
き
で
毎
週
見
て
い

ま
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
に
は
、
小
児
救
急
専
門
医
と
し
て
若
か
り

し
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
が
出
演
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
医
師

は
、
私
生
活
は
だ
ら
し
な
い
の
で
す
が
、
仕
事
に
向
か
う
姿
勢
と

能
力
が
大
変
優
れ
て
い
る
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
私
は
こ
の

小
児
科
医
像
に
憧
れ
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
影
響
も
あ
り
、

高
校
進
学
後
は
医
学
部
を
目
指
し
ま
し
た
。
更
に
、
医
学
部
を
卒

業
し
、
専
門
科
を
選
択
す
る
時
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
を
目

指
し
？　

小
児
循
環
器
科
を
選
択
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
小
児
科
医
に
な
っ
て
か
ら
は
、
最
初
に
中
規
模
病
院
で

一
般
小
児
疾
患
（
胃
腸
炎
、
肺
炎
、
川
崎
病
、
て
ん
か
ん
、
膠
原

病
、
血
液
疾
患
、
新
生
児
な
ど
）
を
４
年
間
経
験
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
三
次
医
療
機
関
（
大
学
病
院
、
小
児
専
門
病
院
）
で
小
児

循
環
器
疾
患
（
先
天
性
心
疾
患
、
不
整
脈
、
学
校
心
臓
検
診
、
集

中
治
療
室
、
心
肺
停
止
患
者
な
ど
）
や
新
生
児
集
中
治
療
室
を
４

年
間
経
験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
経
験
か
ら
得
た
疑
問
を
解

決
し
た
い
と
思
い
、
大
学
院
へ
進
み
小
児
循
環
器
領
域
疾
患
の
研

究
を
３
年
間
行
い
、
医
学
博
士
号
を
獲
得
致
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
経
験
の
間
に
も
、
週
１
回
か
ら
２
回
は
夜
間
救
急
や
遠
方
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
新
潟
、
静
岡
、
茨
城
、
福
島
な
ど
）
で
の
外
来
診
療

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
医
学
の
発
展
に
は
基
礎
研
究
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ま
と
直
接
向
か
い
合
う
医

療
を
生
涯
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
、
大
学
院
卒
業
後
は
外
来
診

療
を
行
う
道
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

私
は
小
児
科
医
に
な
っ
た
時
か
ら
、「
最
終
的
に
生
ま
れ
育
っ

た
埼
玉
県
で
小
児
科
医
と
し
て
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
こ
の
度
行
田
総
合
病
院
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 小

児
科
　
藤
本 
義
隆

診察室 月 火 水 木 金 土

午前
B 館 12 診 藤本医師 森田医師 大戸医師 大竹医師 森田医師 藤本医師

隔週

B 館 11 診 小和瀬医師 小和瀬医師
負荷試験 小和瀬医師 山口医師

隔週

午後

B 館 12 診 森田医師 藤本医師 大戸医師 森田医師 藤本医師

B 館 11 診 小和瀬医師
フォローアップ外来

藤本医師
小児循環器外来

小和瀬医師
フォローアップ外来

※乳児検診・予防接種（要予約）／診療時間（月〜金）14:00 〜 15:00

行田クリニック 小児科外来担当表

● PROFILE

2007 年 3 月 東京慈恵会医科大学医学部医学科卒業

2007 年 4 月 東京慈恵会医科大学附属柏病院 研修医

2009 年 4 月 東京慈恵会医科大学附属柏病院 小児科医

2010 年 4 月 東京慈恵会医科大学附属青戸病院 小児科医

2011 年 4 月 東京慈恵会医科大学附属病院　小児循環器医

2012 年 4 月 埼玉県立小児医療センター 循環器科

2014 年 4 月 東京慈恵会医科大学付属病院 小児循環器医

2015 年４月 東京慈恵会医科大学付属病院 細胞生理学講座　大学院生

2018 年 5 月 行田総合病院　小児科医
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リハ科 移乗研修
リハビリテーションセンター

2018 年9 月22 日（土）

毎年恒例の新人対象研修
チームごとに症例像を設定し、必
要なアイテムを準備して、まずは
患者役に扮したリーダーに対して
新人スタッフが起居・移乗を行い
ます。その後、先輩スタッフから
の助言と手本を見せてもらいなが
ら、技術の習得を図りました。

第 9 回 埼玉県北部肝胆膵癌懇話会
新南棟 4F 会議室

2018 年 10 月 4 日（木）

当院消化器外科・松平医師が症例提示を行いました。
今回で 8回目を迎える『埼玉県北部肝胆膵癌懇話会』が当院の会議室で開
催されました。埼玉北部エリアでの肝胆膵がん治療をより発展的なものにす
るために、今回は 3名の外科医が症例を提示。参加された医療関係者との
活発な検討が行われたほか、「毎回この懇話会では非常にためになる話を聞
くことができ、感謝しています」等のお言葉を頂戴しました。

News & Topics

2018 .9-2018.10

ふるさとチョイス
ふるさと納税の返礼で検査を。

2018 年 10 月 23 日（火）

行田市へのふるさと納税の返礼で
当院にて人間ドック・脳ドック、
がんや脳梗塞などのリスクスク
リーニング（血液検査）などが受
けられるようになりました。詳細
は『ふるさとチョイス』『ふるまる』
のWEBサイトでご確認ください。

第 6 回 肝臓病教室
新南棟 1F ロビー

2018 年 10 月 19 日（金）

市民公開講座 第６回肝臓病教室『B型肝炎 99%』
毎回ご好評をいただいている肝臓病教室。第６回目となる今回は『B型肝炎』
をテーマに当院の消化器内科医師、薬剤師、臨床検査技師、リハビリセラピ
スト、地域医療連携室スタッフによる「正しい知識と治療法」「発症を抑え
るための薬の正しい投与」「検査方法」「肝臓を良くする運動」「給付金」な
どについての講義が行われました。約 30名の市民の皆様が参加。うち 20
名の方にB型肝炎即日検査を受けていただきました。

深谷赤十字病院外科部長
新田医師

熊谷総合病院外科部長　
北医師
　

当院外科　
松平医師

当院外科部長　川原林医師

《
小
児
循
環
器
外
来
の
ご
案
内
》

　

小
児
循
環
器
外
来
で
は
、
こ
ど
も
の
心
血
管
系
に
関
わ
る
疾
患

を
診
察
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
先
天
性
心
疾
患
、
小
児
不
整

脈
、
川
崎
病
、
心
筋
炎
／
心
筋
症
、
起
立
性
調
節
障
害
な
ど
の
疾

患
で
す
。
心
雑
音
や
チ
ア
ノ
ー
ゼ
な
ど
の
先
天
性
心
疾
患
を
疑
う

症
状
、
学
校
二
次
検
診
の
精
密
検
査
、
胸
痛
や
立
ち
眩
み
な
ど
の

症
状
で
お
困
り
の
際
は
、
予
約
後
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
採
血
検
査
、
心
臓
超
音
波
検

査
、
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
検
査
、
運
動
負
荷
心
電
図
検
査
、
起
立
試

験
な
ど
、
心
臓
に
関
わ
る
一
通
り
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
心
臓
は
非
常
に
複
雑
な
臓
器
で
あ
り
、
そ
の
疾
患
は
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
患
児
と
そ
の
ご
家
族
に
し
っ
か
り
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
通
常
の
外
来
よ
り
も
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

循
環
器
外
来
に
限
ら
ず
、
通
常
の
外
来
診
療
に
お
い
て
も
、
気

軽
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
外
来
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
お
子
様
の
こ
と
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

小児科 新体制 !

●専門医

日本小児科学会：小児科専門医

日本小児循環器学会：小児循環器専門医

日本周産期・新生児医学会：新生児蘇生法 (NCPR) 修了

日本 ACLS 協会：小児二次救命処置 (PALS) 修了

が
あ
れ
ば
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
私
自
身
も
二

児
の
パ
パ
と
し
て
子
育
て
勉
強
中
で
す
が
、
拙
い
経
験
か
ら
誠
心

誠
意
お
答
え
致
し
ま
す
。
ま
た
、
当
院
に
は
経
験
豊
富
な
看
護
師

お
よ
び
保
育
士
も
常
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
医
師
に
相
談
し
づ
ら

い
場
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
小
児
科
外
来
を
通
じ
て
、
み
な

さ
ん
が
楽
し
く
快
適
な
子
育
て
ラ
イ
フ
を
送
る
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



［8］

ADVERTISING

◉女性排尿機能外来／泌尿器科からのお知らせ

尿失禁に関してお悩みの方へ。

院内・院外からの広告を受付ております。

◉『下肢の血管専門外来』／血管外科からのお知らせ

ところで、『足のむくみ』が気になっていませんか？　

一過性ではなく数日間『足のむくみ』が続くような場合には病気の可能性があります。

・足がだるい　

・足の血管がボコボコと浮き出ている

・夕方になると足がむくむ　

・夜間に足がつりやすい

このような症状を少しでも感じたら受付窓口にご相談ください。

血管外科医による診察を行っております。
［行田総合病院 『下肢の血管専門外来』／血管外科］

【illustration】足がだるい重い .biz

「おしっこが出にくい」「回数が多い」「漏れる」などなど ...。

尿失禁に関してお悩みを抱えてる方は、ぜひ当院の女性排

尿機能外来を受診してください。

埼玉医科大学病院泌尿器科の朝倉教授による専門外来です。

◉毎月第 2・第 4 水曜日の午後に診察を行っています。
　　　　　　　　　　［行田総合病院 『女性排尿機能外来』／泌尿器科］

◉頭痛外来／脳神経外科からのお知らせ

毎週火曜日の午前中に頭痛外来を行っています。

●誰もが経験のある頭痛。
『頭痛くらいで ...』と思わないで、一度「頭痛外来」を受診してみてください。　

まずはあなたの頭痛が「他の病気が引き起こしている頭痛」なのか

「多くの人を悩ませている慢性頭痛」なのかを問診・診察・検査を

通して判断します。

●「他の病気が引き起こしている頭痛」の場合
その原因となっている病気を治すことが治療の目的となります（例：

風邪、発熱などのほか、稀にくも膜下出血、脳出血、脳梗塞、脳腫

瘍、髄膜炎など、危険な病気も含まれます）。

●「多くの人を悩ませている慢性頭痛」の場合
治療目的はその頭痛自体をコントロールする事が重要となります

（例：偏頭痛、緊張型頭痛、群発性頭痛など）。

頭痛外来では、頭痛全般について診断を行い、病状によっては適切

な診療科を紹介させていただきます。
［行田総合病院『頭痛外来』／脳神経外科］


